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W65a ASTRO-H搭載軟ガンマ線検出器 (SGD)の開発現状
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ASTRO-Hに搭載される軟ガンマ線検出器 (SGD)は、日本の技術である半導体多層コンプトンカメラと狭視野
アクティブシールドを組み合わせたもので、数 10–600keVの領域を「すざく」HXDや INTEGRALに比べて 10
倍近い感度で観測する。これにより、超新星残骸、Ｘ線連星、マグネタ―の非熱的ハード成分、セイファート銀
河の高エネルギーカットオフ、電波銀河からのジェット放射の探査に加えて、511keVラインのサイエンスも期待
されている。さらに、Crabはもちろん、ブラックホール連星やブレーザーの軟ガンマ線偏光の測定も期待されて
いる。現在は２０１４年打ち上げを目指して最終設計を進めており、今年の秋から衛星搭載品の製造を開始する
予定である。最終設計に向けて、Si, CdTeの半導体センサー、読み出し LSI、BGOシンチレ―タ, アバランシェ
フォトダイオードの基礎特性試験、コンプトンカメラやハウジングの機械・熱設計に向けた基礎実験、試作した
エレクトロニクスの機能試験、ファインコリメータの試作、Geant4を用いたバックグラウンドレベルと除去のス
タディーが急ピッチで進んでいる。本講演では、これらの状況の全容を報告する。


